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相田利雄先生は，私が現在勤務している武蔵野外語専門学校の前身校である中央労働学院（以下，
中労）に1970年代を通して出講していただきました。相田先生の中労出講は栢
かや
野
の
晴夫先生の紹介
で始まりました。栢野先生は当時中労の学院長をしておられましたが，講師陣の若返りを考えて，
74年に法政大学社会学部の専任講師となった相田先生を中労講師として招いたのです。
当時，中労は港区南麻布二丁目に校舎があり，夜間一年制の学科を二つ設置していました。政経
本科と文芸本科の二学科で，それぞれ週五日間の授業で毎日午後６時15分から８時45分まで２時
間30分の講義が行われていました。文字の通り政経本科は政治，経済の学習が中心で，文芸本科
は文学，芸術の理論と創作技術を学ぶというものでした。学生は老若男女，さまざまな職業に携わ
る労働者で教室は埋まり，なかでも労働運動に力を注ぐ人，住民・社会運動に参加している人など
がほとんどで，名実とも働きながら学ぶ夜間学校として隆盛をほこっていました。
相田先生は，この政経本科でゼミナール「中小企業論」を担当されていました。ゼミナールの授
業は，同日同時間に４つのゼミに分散し少人数制で，きめの細かい指導と徹底した練習が１年間な
されていました。チューター制をとり，学生の自主的な研究発表を重んじ，自立した物の見方，考
え方を育成・助長するものでした。夜間電球の下，相田先生の若々しく情熱的なゼミ授業に，談論
風発，受講生たちの目は生き生きと輝いていました。
ちなみに，相田先生以外のゼミナールはどんな構成であったか（敬称略）ご紹介しましょう。田
沼肇「統一戦線論」，栢野晴夫「日本の農業」，鷲見友好「現代帝国主義論」などがありました。専
門科目には，中林賢二郎「国際労働運動史」，高橋彦博・二村一夫「日本労働運動史」，乾孝「大衆
と文化」，中島正「労働法」，湯川和夫「社会思想史」，花原二郎「現代日本の政治と経済」，増島宏
「政治学入門」，芝田進牛「哲学・思想」等がありました。
法政大学の社会学部を中心とした教授陣のそうそうたるメンバーで組み立てられていました。※
なぜ，上記のように法政大学教授が多数，中労で講義を担当されていたかと言えば，それは中央
労働学園が創設された1940年代から50年代当時の経緯をたどる必要があります。「法政大学同窓会
会報」（1996年11月15日号）に，法政大学社会学部の前身校である中央労働学園大学の創立当時の
経過が紹介されています。
「1946年８月，財団法人・協調会解散の後を継いで財団法人・中央労働学園が設立されました。
1947年４月，中労労働学園専門学校が創設されました。1949年，新学制の実施に伴って，新たに
学校法人となった中労労働学園が経営する中労労働学園大学が発足しました。専門学校の１年生は
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大学の１年生に移行しました。しかし，同大学は経営困難に陥り法政大学に合併されることになり
ました。1951年８月，中労労働学園大学社会学部は法政大学社会学部として再出発することにな
りました。」
この中央労働学園大学が法政大学に合併された経過については『中央労働学園のあゆみ』（鳥居
俊夫他著・中央労働学園発行）にも以下のように紹介されています。
「1951年８月３日法政大学理事長・大内兵衛氏と中央労働学園理事長・村山重忠氏との間で『合
併仮契約書』が取り交わされた。そして，同時点で合意されたと思われる『覚書』には合併に関す
る重要項目が簡潔にまとめられている。」
「その後，９月に入って『大学経営継承契約書』の取り交わしがあり，その第一項には，『甲(法
政大学)は協調会並に中労労働学園創設の精神を尊重して乙の経営する中労労働学園大学を継承し
法政大学社会学部として経営する』と記された。この文中にある『協調会』とは，おそらく，自ら
も日本ファシズムと闘った経済学の泰斗・大内兵衛氏の歴史認識にある創成期の協調会と，戦時期
における独自の行動への或る評価が含まれているものと推察される。」
法政大学とある種の親密な関係にあった中央労働学園に，法政大学の教授が講師として出講して
いたのは，大学合併が一つの契機でありました。そして，中央労働学園が所蔵していた協調会本部
資料が法政大学を通して大原社会問題研究所に移管されたことも，またもう一つの契機でもありま
した。この間の経緯についても『協調会の研究』（2004）(大原社会問題研究所編・梅田俊英・高橋
彦博・横関至著，柏書房刊)に紹介されています。
「協調会は1919年に社会政策の調査研究を主目的とする財団法人として設立された。設立後，労
使紛争・小作争議に限定されない社会問題全般の調査研究と協調主義の普及に積極的に取り組んで
きた。協調会は27年の歴史のうち何回かその指導理念と組織構造の変遷を経験したが，戦時期に
も活動を続け，解散したのは1946年である。解散後，協調会図書館の蔵書は中労労働学園大学と
法政大学を経て当研究所が受託する『協調会文庫』となり，協調会本部史料は中央労働学園を経て
本研究所が収蔵する『協調会史料』となった。」
この文章は，大原社会問題研究所所長時代の相田利雄先生が上記『協調会の研究』の序文「刊行
にあたって」の中で述べられているものです。
以上のような大学合併と協調会史料の移動を通じて醸成されたこの関係は，中央労働学園の運営
上の人脈を一時期形成し，法政大学社会学部の影響を強く受けていたことが想像されます。
さらに，中央労働学園が1985年港区南麻布から武蔵野市に移転し，校舎を新築する数年前の
1979年に，相田先生は学校法人中央労働学園の役員（評議員）に就任されました。武蔵野市に移
転して最初の２年間（1985年～86年）は中央労働学院が廃校となり，東京文科アカデミーという
校名の夜間１年制の学校が開講となりました。相田先生はその東京文科アカデミー校においても
「現代を考えるセミナー・経済」を担当されました。1987年に東京文科アカデミーが廃校となり，
現在の武蔵野外語専門学校（英語の専門学校）が新設・開講されてからは，もっぱら同校の経営法
人である中央労働学園の役員として，厳しい経営環境をどう克服していくかについて様々な力強い
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サポートを続けてこられ今日に到っております。
さて，最後になりますが，法政大学で長い間教鞭をお取りになってきた相田先生は，中央労働学
院という在野の自由，自主の気風の濃い労働者学校においても情熱的な授業を続けてこられました。
そして相田先生の講義を受け，直々に先生の薫陶を受けた卒業生の関根敏一，小出俊直，反町宮治，
高橋正純のみなさんは，35年以上たった今日まで，先生の御自宅の最寄駅であるＪＲ国立駅の近
辺を舞台に，１年に１回相田ゼミ教室（赤ノレン）を開き，相田先生の真理への飽くなき情熱がほ
とばしり出る講義を受講し続けているのであります。
※筆者が中央労働学園の職に就いた1969年以前にも，法政大学教授が多く中労で教鞭を取ってま
したが，その先生方は割愛させていただきました。
